




  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………２ 

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………２ 

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………３ 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………３ 

２．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………４ 

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………４ 

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………６ 

四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………６ 

四半期連結包括利益計算書 …………………………………………………………７ 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………８ 

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………８ 

（セグメント情報） ……………………………………………………………………８ 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………８ 

  

 

○添付資料の目次

神奈川中央交通㈱　 (9081) 　平成26年３月期　第３四半期決算短信

- 1 -



  

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、先進国を中心に海外経済が回復しつつあることや
円安により輸出が持ち直し傾向にあるとともに、各種政策の効果により企業収益が改善し設備投資や個
人消費が増加するなど、緩やかに回復の動きが見られました。 
このような状況のもと、当社グループ各社は、各部門において積極的な増収策を図るとともに、経費

の節減ならびに経営全般の効率化に取り組んでまいりました。その結果、当第３四半期連結累計期間の
売上高は823億３千５百万円（前年同期比1.6％減）、営業利益は57億１千９百万円（前年同期比0.2％
増）、経常利益は54億６千６百万円（前年同期比1.7％増）、四半期純利益は36億５千万円（前年同期
比1.6％増）となりました。 
  
セグメントの業績の概況は、次のとおりであります。 

  

（一般旅客自動車運送事業） 

乗合業においては、交通空白地域の解消などに向けた取り組みとして中井町全域と隣接する秦野市・
二宮町の一部地域でのデマンドバスに加え、10月には大和市の相模大塚地域においてコミュニティバス
の実験運行を開始しました。また、プレジャーフォレスト（相模原市）・神奈川県立花菜（かな）ガー
デン（平塚市）などの観光施設にアクセスする路線の増便や、平塚・相模原営業所管内において乗降方
法を「中乗り・前降り」方式に変更し利便性の向上に努めました。さらに、ホームページの時刻表・運
賃案内システムをスマートフォンからの検索に対応するなどリニューアルし、12月には全ての乗合車両
に公衆無線LAN（Wi-Fi）を設置しインターネット環境の改善を図りました。また、善行駅～善行団地循
環線、鶴川駅～山王ガーデン～野津田車庫線、深夜急行バスの東京駅・横浜駅～東戸塚駅・大船駅線の
運行を開始するなど、新たなお客様の獲得を図ったことにより増収となりました。 
貸切業においては、旅行会社などへ積極的な営業活動に努めたことにより新規取引先を獲得するとと

もに、「富士山ぐるり五湖めぐり」や「富士山名所めぐりツアー」などの日帰り旅行を企画し販売した
ことにより増収となりました。 
乗用業においては、羽田空港への定額運賃サービスの利用が増加しました。また、神奈中タクシーグ

ループによる共同配車を横浜市戸塚地区に導入し利便性の向上を図るとともに、お客様感謝キャンペー
ンを実施いたしました。さらに、10月には二宮町の富士見が丘・松根地区などでデマンド型乗合タクシ
ー、12月には茅ヶ崎市の小出地区でデマンドバスの実験運行を開始しましたが、需要の低迷により減収
となりました。 
以上の結果、一般旅客自動車運送事業全体の売上高は445億９千９百万円（前年同期比0.4％増）とな

りましたが、燃料費の増加などにより営業利益は24億３千７百万円（前年同期比9.2％減）となりまし
た。 
  

（不動産事業） 

分譲業においては、平塚市めぐみが丘にて３棟の建売分譲および１区画の宅地分譲を行うとともに、
茨城県鹿嶋用地を販売したことにより増収となりました。また、賃貸業においては、横浜駅の徒歩圏に
あるビルを建替え３月より賃貸を開始した「高島町賃貸マンション」が通期寄与したことなどにより増
収となりました。 
以上の結果、不動産事業全体の売上高は36億３千３百万円（前年同期比9.7％増）、営業利益は18億

５千９百万円（前年同期比15.8％増）となりました。 
  

（自動車販売事業） 

自動車販売事業においては、商用車販売にて既存のお客様に対する営業活動を強化したことなどによ
り車両整備が増加しました。また、東日本大震災後の買い控えからの反動により観光バスの販売が好調
に推移するとともに、復興需要によるトラック販売も好調に推移しました。さらに、輸入車販売ではモ
デルチェンジの効果に加え、ショッピングモールでの出張展示会を実施したことなどにより増収となり
ました。 
以上の結果、自動車販売事業全体の売上高は175億７千７百万円（前年同期比12.9％増）、営業利益

は４億２千９百万円（前年同期比15.8％増）となりました。 

  
（レジャー・スポーツ事業） 

スポーツ施設業においては、初心者向けスイミング教室の開催やテニス教室のジュニアクラス増設な
どにより会員数は増加しましたが、フィットネスクラブの入会金の減少などにより減収となりました。
ゴルフ場業においては、オープンコンペを開催するなど新たなお客様の獲得に努めましたが、近隣ゴ

ルフ場との低価格競争によりお客様が減少し減収となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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温浴業においては、メールマガジンによるクーポンの配布や夏季期間における子供料金の割引に加

え、11月から「湯快爽快くりひら店」と京王相模原線若葉台駅を結ぶ無料送迎バスの運行を開始するな
どの営業活動により増収となりました。 
なお、遊技場業はグループ外部の承継会社に７月１日を効力発生日とする会社分割（簡易吸収分割）

を行いました。 
以上の結果、レジャー・スポーツ事業全体の売上高は37億４千８百万円（前年同期比47.2％減）、営

業利益は２億３千２百万円（前年同期比39.5％減）となりました。 

  
（その他の事業） 

流通業においては、燃料販売単価の上昇に加え、法人営業の強化により取扱量が増加するとともに、
サイン工事の新規受注などにより増収となりました。 
飲食・娯楽業においては、８店目となる「ドトールコーヒーショップ東日本橋店」を新規出店すると

ともに、「らーめん花樂相模原アイワールド店」および「はなまるうどん横浜港南中央店」をリニュー
アルしお客様満足度の向上に努めました。また、12月から「らーめん花樂」にて地域店舗ごとにソーシ
ャル・ネットワーキング・サービス（SNS）を活用して新商品情報やクーポンを配信するサービスを開
始しましたが、前年度における不採算店舗の閉店などにより減収となりました。 
ホテル業においては、宿泊部門にてニーズを捉えた各種宿泊プランを設定し稼働率の向上を図るとと

もに、料飲・宴会部門ではディナーショーを開催したほか、企業・団体に対し積極的な営業活動を行っ
たことにより増収となりました。 
以上の結果、その他の事業全体の売上高は205億６千４百万円（前年同期比2.0％減）、営業利益は８

億４百万円（前年同期比5.2％増）となりました。 

  

①財政状態の変動状況 
総資産は、投資有価証券の時価評価額が減少したことや、減価償却などにより、前期末に比べて11億

３千９百万円減少し、1,379億５千１百万円となりました。 
負債は、賞与引当金が減少したことや、借入金の返済が進んだことなどにより、前期末に比べて38億

３千４百万円減少し、976億１百万円となりました。 
また、純資産は、その他有価証券評価差額金が減少しましたが、利益剰余金が増加したことなどによ

り、前期末に比べて26億９千４百万円増加し、403億５千万円となりました。 

  

平成26年３月期通期連結業績予想につきましては、概ね計画通りに推移していることから、現時点に
おいて平成25年４月26日発表の数値から修正しておりません。 

  

（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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２．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

        前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部    
  流動資産    
    現金及び預金 2,706 2,923
    受取手形及び売掛金 7,008 7,471
    商品及び製品 3,939 3,847
    仕掛品 2 14
    原材料及び貯蔵品 431 459
    その他 3,015 2,566

    貸倒引当金 △56 △67

    流動資産合計 17,047 17,215

  固定資産    
    有形固定資産    
      建物及び構築物 75,397 76,289
      車両運搬具 36,939 37,439
      土地 60,642 60,917
      その他 14,695 14,404

      減価償却累計額 △86,908 △88,104

      有形固定資産合計 100,765 100,946

    無形固定資産 968 862
    投資その他の資産    
      投資有価証券 17,034 15,727
      その他 3,295 3,220

      貸倒引当金 △19 △20

      投資その他の資産合計 20,310 18,926

    固定資産合計 122,044 120,735

  資産合計 139,091 137,951

負債の部    
  流動負債    
    支払手形及び買掛金 6,183 5,698
    短期借入金 24,176 23,433
    未払法人税等 1,733 444
    賞与引当金 2,107 806

    その他 10,754 12,563

    流動負債合計 44,955 42,947

  固定負債    
    長期借入金 33,094 31,697
    退職給付引当金 5,522 5,218
    役員退職慰労引当金 50 46

    その他 17,812 17,692

    固定負債合計 56,479 54,654

  負債合計 101,435 97,601
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(単位：百万円)

      前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部    
  株主資本    
    資本金 3,160 3,160
    資本剰余金 693 693
    利益剰余金 26,474 29,815

    自己株式 △590 △592

    株主資本合計 29,737 33,076

  その他の包括利益累計額    
    その他有価証券評価差額金 4,792 3,945

    繰延ヘッジ損益 91 113

    その他の包括利益累計額合計 4,883 4,059

  少数株主持分 3,034 3,215

  純資産合計 37,655 40,350

負債純資産合計 139,091 137,951
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

   
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

売上高    
  一般旅客自動車運送事業営業収益 44,246 44,417
  不動産事業売上高 3,298 3,619

  その他の事業売上高 36,149 34,298

  売上高合計 83,693 82,335

売上原価    
  一般旅客自動車運送事業運送費 37,532 37,912
  不動産事業売上原価 1,188 1,253

  その他の事業売上原価 28,431 26,877

  売上原価合計 67,153 66,043

売上総利益 16,540 16,292

販売費及び一般管理費    
  販売費 7,086 6,849

  一般管理費 3,743 3,722

  販売費及び一般管理費合計 10,829 10,572

営業利益 5,710 5,719

営業外収益    
  受取配当金 188 196

  その他 217 163

  営業外収益合計 406 360

営業外費用    
  支払利息 647 551

  その他 94 62

  営業外費用合計 741 613

経常利益 5,375 5,466

特別利益    
  固定資産売却益 294 116
  補助金収入 87 116
  事業譲渡益 － 520

  その他 799 56

  特別利益合計 1,181 810

特別損失    
  固定資産圧縮損 83 112
  固定資産除却損 141 51
  早期割増退職金 － 59

  その他 269 40

  特別損失合計 494 264

税金等調整前四半期純利益 6,062 6,012

法人税、住民税及び事業税 1,369 1,335

法人税等調整額 892 849

法人税等合計 2,262 2,185

少数株主損益調整前四半期純利益 3,800 3,827

少数株主利益 206 176

四半期純利益 3,593 3,650
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

   
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,800 3,827

その他の包括利益    
  その他有価証券評価差額金 870 △838

  繰延ヘッジ損益 2 22

  その他の包括利益合計 872 △816

四半期包括利益 4,673 3,010

（内訳）    
  親会社株主に係る四半期包括利益 4,462 2,825
  少数株主に係る四半期包括利益 210 185
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該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

(注)  「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、流通業、飲食・娯
楽業、ホテル業等を含んでおります。 

  

当第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

(注)  「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、流通業、飲食・娯
楽業、ホテル業等を含んでおります。 

  

該当事項はありません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（セグメント情報）

              （単位：百万円）

 
一般旅客 

自動車 

運送事業

不動産事業
自動車 

販売事業

レジャー・ 

スポーツ 

事業

その他の 

事業
計 調整額

四半期連結 

損益計算書 

計上額

売上高                

 外部顧客への売上高 44,246 3,298 14,601 7,043 14,503 83,693 ― 83,693

 セグメント間の内部

売上高又は振替高
182 13 971 50 6,475 7,693 △7,693 ―

計 44,428 3,311 15,573 7,094 20,979 91,387 △7,693 83,693

セグメント利益 2,683 1,605 370 383 764 5,808 △97 5,710
 

              （単位：百万円）

 
一般旅客 

自動車 

運送事業

不動産事業
自動車 

販売事業

レジャー・ 

スポーツ 

事業

その他の 

事業
計 調整額

四半期連結 

損益計算書 

計上額

売上高                

 外部顧客への売上高 44,417 3,619 16,241 3,711 14,345 82,335 ― 82,335

 セグメント間の内部

売上高又は振替高
181 14 1,336 37 6,218 7,787 △7,787 ―

計 44,599 3,633 17,577 3,748 20,564 90,123 △7,787 82,335

セグメント利益 2,437 1,859 429 232 804 5,763 △43 5,719
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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